



Study on the Teaching Strategy of an Junior High School and Improving the Program for Training Students to 
be teachers of University(1): In the Case of Japanese Language, Arithmetic, Science and Social Studies
Satoshi TSUCHIYA, Masakazu OKAZAKI, Koji UNO, Yosuke IIDA, and Toshinori KUWABARA
































































































































































































































































































































































































































































































































（引用文献：古川邦之・山田明季 , 2010. 非火山地域
における火山教育 . 愛知大学一般教育論集 , 38, 
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生自身が説明することのできる明快な漢文読解の方
法であろう。筆者は，以上のような積み重ねの結果
として，その体得を望むものである。
（土屋聡）
Ⅲ ．教科内容構成による中学校数学科の教員養成プ
ログラムの改善
　教科内容構成研究を踏まえた中学校数学に関する
内容として，中等数学科指導法開発Ｂにおける図形
の指導を採り上げる。中学校数学は，教育の歴史上，
大学でのアカデミックな学問への入り口として，代
数学へ繋がる文字式の学習と，幾何学へ繋がる図形
の論証に力点をおいて構成されてきた。活用力や日
常生活への応用性が強調される現在にあって，カリ
キュラムの形は昔と大きく変わったものの，根底に
あるアカデミズムへの思想は不変なものとして残っ
ている。実際，図形の証明は現在でも中学２年に位
置づけられ，証明の学習では，多くの生徒が学習困
難を引き起こす。証明という教材の教育上の重要性
を実現するには，証明がどのように生まれ，育ち，
発展していくかに関する教科内容的知識の充実が必
要であり，それなしには今後も困難を抱える生徒が
出続けることであろう。
　授業の全体的な目標としては，中学校数学科の内
容について，小学校算数から大学数学までを見通し
て，数学の系統性，子どもの発達段階や学習状況，
学習目標の面から，どのように教材を構成すべきか
について考え，内容の特徴や指導方法を，実践例と
ともに探究していくことである。また，中学校数学
科の学習指導上の諸問題を踏まえた上での教材研究
を深めていくことも重要になる。この場合の具体的
なタスクは，正負の数の加法・減法，文字式を使っ
た証明，図形の作図，図形の移動，図形の証明等の
学習指導を考える際に，小学校算数と高校や大学の
数学とを結ぶ教科内容構成上の知識が，学習の中に
どのように現れているかを知り，内容の特徴や指導
方法を考えていくことになる。したがって学生達に
行う具体的な中心発問は，「数と式，図形に関して，
証明以前に位置づく内容と，証明導入後の数学学習
を対比的に明確にした上で，算数を数学に接続する
学習過程を吟味せよ。」になる。
　指導事例として，図形の移動から図形の証明への
教科内容的知識を採り上げる。
　例えば，図形の証明で，「平行四辺形ABCDの向
かい合う辺の中点をそれぞれE，Fとして，線分
AF，CEを作る。対角線BDとの交点をそれぞれG，
Hとすると，G，Hは，対角線ＢＤを3等分する点
である」ことの証明を考える。この場合，どの形に
目をつければよいかをまずは探索することになる。
幾つかのやり方があるが，一つは三角形DAGに着
目し，中点連結定理（三角形の２辺のそれぞれの中
点を結んだ線分は，
残りの１辺と平行で
あり，線分の長さは
その辺の半分とな
る。）の活用を方針
とするやり方があ
る。しかし，EHと
AGの平行性はまだ保証されていない。そのためそ
の平行性を先に証明しておかねばならない。ここで
は四角形AFCEに着目して，それが平行四辺形であ
ることを言えばよい。AE//FCであり，かつAE=FC
（辺の中点であることから）であるので，四角形
AFCEは平行四辺形であることが言える。それを述
べたあとは，今度は三角形BCHに着目し，同様の
議論を行っていく。
　以上のような推論を行う上で，複合図形に含まれ
る部分図を取り出すことの重要性が指摘できる。部
分図は単なる図ではなく，数学の定理を背負ってい
る。こうした図形の見方ができることで，図形の証
明の理解へと繋がっていくことになる。そう考える
時，中学２年で図形の証明が登場する前に，複合図
形の認識を十分に養っておくことが重要となる。そ
の点から開発された教材として，麻の葉模様の陣取
りゲームがある。
　中学校第１学年で
は形や大きさを変え
ない移動（合同変換）
として平行移動，対
称移動，回転移動が
扱われる。ずらす，
うらがえす，まわす
という操作は算数科
で学習しているが，
図形の移動では図形
の構成要素を明確にし，図形の関係性を表現してい
く。麻の葉模様の陣取りゲームでは，21個の二等
辺三角形から最初に１つの位置（基準の陣地）を決
め，常にその位置から平行，対称，回転のいずれか
の移動によって陣を取り合う。図形を見る様々な視
点が養われるとともに，このゲームを対称移動のみ
に限定したり（２回続けた移動を可とする），回転
移動のみに限定したりして，移動の可能性や仕組み
を深く探究することもできる。一般に，どんな位置
にある合同な２つの図形も，平行移動または回転移
動を使えば１回で重ね合わせることが可能であり，
F
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表２　教科内容構成に基づく中学校理科教員養成プログラムの一例
（宇野康司）
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Ⅴ ．教科内容構成による中学校社会科の教員養成プ
ログラムの改善
１．趣旨とねらい
　歴史学とは，われわれ人類が歩んできた足跡を，
史料に基づいて，多角的な視点から検証しながら見
つめ直し，そして過去を再現していく学問である。
それは同時に，過去を見つめることで現在のわれわ
れとのつながりや未来への展望を見つけていく重要
な学問でもある。
　わが国では子どもの発達段階を踏まえ，小学校社
会の第６学年において「我が国の歴史上の主な事象」
を学ぶことから歴史教育がスタートし，中学校社会
の歴史分野では「我が国の歴史の大きな流れを，世
界の歴史を背景に，各時代の特色を踏まえて」学習
することが目標として掲げられ，高等学校では「日
本史」と「世界史」が，後者が必修という形で学習
される。
　わが国の歴史を学ぶ上では，他国とのつながりの
なかで発展していった日本の歴史的経緯を踏まえる
と，同時代の他の国や地域とのつながりを意識する
世界史教育の視点は不可欠となり，歴史を担当する
教員には必須要件となってくる。そしてそれは，現
在われわれが生きる著しく進展したグローバル社会
のニーズとも符合する。
　中学校における歴史教育では，確かに日本史主体
の内容にはなっているものの，高等学校「日本史」「世
界史」というように縦割りの構造となっていないた
め，指導方法を工夫すれば，世界史教育の視点や教
科内容の一部を融合させながらわが国の歴史を立体
的・総合的に教えることができる可能性を有してい
る。なお，「日本史」と「世界史」の融合をめぐっ
ては，2022年度に高等学校地理歴史科において，
近現代史を中心に日本史科目と世界史科目を融合さ
せた必修科目「歴史総合」の新設が予定されており，
大学における歴史教員養成において前向きに検討さ
れなければならない課題の1つといえよう。
　本稿が取り上げるシラバス「憲法から見たプロイ
セン・ドイツ・近代日本」は大日本帝国憲法（1889
年），プロイセン憲法（1850年），ドイツ帝国憲法（1871
年）を取り上げ，これらの条文の対比を通じて，そ
れぞれの特徴と相互の関連性を把握させる授業内容
となっている。周知の通り，わが国の近代化は欧米
諸国の文明を積極的に取り入れながら進められてき
た。なかでも，わが国における議会政治の始まりや
立憲政治を見ていくうえで，大日本帝国憲法の制定
は欠かせない。現行の教科書を見ると，この憲法が
ドイツ（プロイセン）の憲法を参考にして作られた
という記述が一般的である。しかしながら，プロイ
センとドイツは厳密にいえば別個の存在であり，こ
こで取り上げるプロイセン憲法とドイツ帝国憲法は
全く別の存在であり，内容も大きく異なっている。
この授業で目指されているのは，これらの憲法の条
文を読み比べることを通じて，大日本帝国憲法に関
連する教科書記述を学生自身に検証させるところに
ある。
２．学習指導要領との関連
　さて，このシラバスは中学校学習指導要領（平成
29年３月公示）のどの部分に対応しているのだろ
うか。このシラバスが対象としているのは「大日本
帝国憲法の制定」に該当し，「歴史的分野」の内容「Ｃ 
近現代の日本と世界」のなかの「議会政治の始まり
と国際社会との関わり」において具体的な学習内容
として挙げられている。ここでは「その歴史上の意
義や現代の政治とのつながりに気付かせる」ことに
留意しながら，「立憲制の国家が成立して議会政治
が始まる」ことを理解させるのが目標として設定さ
れている。
　また，学習指導要領には教科の目標として，歴史
の流れや各時代の特色を「諸資料から歴史に関する
様々な情報を効果的に調べまとめる技能」を身に付
けること，歴史事象の意味や意義を「時期や年代，
推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに
着目して多面的・多角的に考察」することが挙げら
れている。このシラバスは，大日本帝国憲法をプロ
イセン憲法やドイツ帝国憲法と比較して，相互の関
連性を見出すとともに，憲法制定に尽力したビスマ
ルクや伊藤博文という異なる視角から捉えなおすこ
とで，多面的・多角的考察を担保しており，学習指
導要領の趣旨にも合致しているといえよう。
３．具体的な指導計画・指導方法
　実際に授業を行うに際して，留意事項として以下
の点を挙げておきたい。
１ ）3つの憲法を比較する際には，立法や行政にお
ける「君主」の役割や権限に着目させる。
２ ）伊藤博文の視点から大日本帝国憲法を論じる際
には，伊藤の滞欧憲法調査とシュタインの影響に
触れつつ，憲法を単に法典としてのみならず，国
家の構造という側面（国制），政治の在り方とい
う側面（憲政＝議会政治）からも考察する必要が
ある（瀧井 2010）。
３ ）上記の観点から，伊藤の思想を手掛かりにプロ
イセン以外の国制の影響が憲法に見てとれるかに
ついて議論するのもよいであろう。
４ ）ビスマルクの視点からドイツ帝国憲法を論じる
際には，①ドイツ帝国がプロイセン王国をはじめ
25の君主国と都市国家から成る「連邦国家」で
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表２　教科内容構成に基づく中学校理科教員養成プログラムの一例
（宇野康司）
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あること，②帝国の主権者はドイツ皇帝ではなく，
帝国を構成する22の君主国の君主と3つの都市国
家の参事会が全体として保持すること，③そのた
め，ドイツ帝国が成立してもプロイセン王国やプ
ロイセン憲法はそのまま残存したこと，④また，
大日本帝国憲法に見られるような強大な君主大権
はドイツ帝国憲法ではなく，プロイセン憲法の方
に由来することに留意しなければならない（飯田 
2015）。
５ ）これらの議論を踏まえて，その成果を表にまと
めるなどして理解を整理する必要がある。これは
板書・スライド・ワークシートを組み合わせて行
うと効果的である。
６ ）授業の最後に，この内容を中学校社会科の歴史
の授業に活用するには，どのように工夫・応用す
ればよいか（どこまでを扱うか，どのような用語
を用いるかなど）検討させることが必要である。
（参考文献：瀧井一博（2010）『伊藤博文―知の政治
家』中公新書。飯田洋介（2015）『ビスマルク―ド
イツ帝国を築いた政治外交術』中公新書。）
表３　教科内容構成に基づく中学校社会科教員養成プログラムの一例
指導タイトル：憲法から見たプロイセン・ドイツ・近代日本
目標 大日本帝国憲法をプロイセン憲法，ドイツ帝国憲法と読み比べながら分析し，その来歴（特に伊藤博文の
憲法調査と当時のヨーロッパ）について認識と理解を深め，中学校社会（歴史）の授業構成に応用できる
ようにする。
タスク 以下の憲法について，条文も含め周到に調べておくこと
大日本帝国憲法／プロイセン憲法／ドイツ帝国憲法
発問 大日本帝国憲法にプロイセン憲法とドイツ帝国憲法はどの程度影響を与えているのか？ 
資料 高田敏・初宿正典編訳『ドイツ憲法集』（第2版）信山社 1997年
瀧井一博『伊藤博文―知の政治家』中公新書 2010年
飯田洋介『ビスマルク―ドイツ帝国を築いた政治外交術』中公新書 2015年
プロセス プロセス①，プロセス②
指導事例 【プロセス①について】
　歴史学とは，われわれ人類が歩んできた足跡を，史料に基づいて，多角的な視点から検証しながら見つ
めなおし，そして過去を再現していく学問である。それは同時に，過去を見つめることで現在のわれわれ
とのつながりや未来への展望を見つけていく学問でもある。
　わが国の歴史を深く理解するには，他国とのつながりのなかで発展してきた日本の歴史的経緯を踏まえ
ると，他の国や地域とのつながりを意識する世界史教育の視点は不可欠となってくる。それは現在われわ
れが生きる，著しく進展したグローバル社会のニーズとも符合する。中学校社会の歴史分野をみても，日
本史主体の内容とは言いつつも，わが国の歴史の大きな流れを「世界の歴史を背景に」理解することを教
科の目標として掲げている。
　中学校社会の歴史分野が扱う内容のなかで日本史・世界史双方の内容が交錯するテーマとして，ここでは
大日本帝国憲法とその来歴に注目する。具体的には，この憲法がドイツ（プロイセン）の憲法を参考にして
作られたという現行の教科書に見られる一般的な記述を，これらの憲法を実際に読み比べながら検証すると
ともに，ビスマルクや伊藤博文の視点から捉えなおすことでこれらの憲法に対する理解を深めていく。
　中学校学習指導要領（平成29年３月公示）によれば，「大日本帝国憲法の制定」が具体的な指導内容と
して挙げられており，歴史事象の意義などを「時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながり
などに着目して多面的・多角的に考察」できるようにすることが教科の目標として挙げられている。した
がって，大日本帝国憲法をプロイセン憲法やドイツ憲法と読み比べながら，その成立背景を考察すること
は，学習指導要領の趣旨にも合致しよう。
【指導事例】
１．まずは，ここで取り上げる大日本帝国憲法，プロイセン憲法，ドイツ帝国憲法について，文献等を使
って学生に調べてきてもらう。
２．学生による課題学習の成果について報告してもらい，その内容を板書させる。その後，報告の内容を
踏まえた議論を通じて，これら3つの特徴と相互関係を確認させる。
３．上記の議論で得られた成果を，実際にこれら3つの憲法の条文を読み比べながら確認していく。
４．次に，ドイツ帝国憲法制定の中心人物であるビスマルク，大日本帝国憲法制定の中心人物である伊藤
博文の視点からこれらの憲法を捉えなおし，対比しながら理解を深める。
５．以上の成果を表にまとめるなどして，それぞれの特徴と相互関連性に関する理解を整理する。
６．最後に学生の反応を確認すべく，コメントシートを作成・提出してもらう。
【プロセス②について】
　本授業の内容を踏まえて，中学校社会科の授業指導案を作成してもらう。高校世界史の授業であればこ
のままでも活用できるが，中学校社会科の授業で用いるには工夫が必要である。用語や扱う範囲を吟味し
ながら探究を続けていくことになろう。
（飯田洋介）
教科内容構成による中学校の授業づくりと教員養成プログラムの改善⑴
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Ⅵ．おわりに
　本稿では，国語科，数学科，理科，社会科を事例
として，教科内容構成に基づくことで，中学校の授
業作りや教員養成プログラムをいかに改善すること
ができるかを，具体的にシラバスも示しながら明ら
かにした。小学校からの連続性や子どもの発達段階
にも配慮しつつ，深い教材研究に基づいて授業をつ
くる力を育成するためには，教科専門と指導法を架
橋する教科内容構成の考え方が有効であることを明
らかにすることができたと考えている。
（桑原敏典）
土屋　　聡　・　岡崎　正和　・　宇野　康司　・　飯田　洋介　・　桑原　敏典
− 118 −
あること，②帝国の主権者はドイツ皇帝ではなく，
帝国を構成する22の君主国の君主と3つの都市国
家の参事会が全体として保持すること，③そのた
め，ドイツ帝国が成立してもプロイセン王国やプ
ロイセン憲法はそのまま残存したこと，④また，
大日本帝国憲法に見られるような強大な君主大権
はドイツ帝国憲法ではなく，プロイセン憲法の方
に由来することに留意しなければならない（飯田 
2015）。
５ ）これらの議論を踏まえて，その成果を表にまと
めるなどして理解を整理する必要がある。これは
板書・スライド・ワークシートを組み合わせて行
うと効果的である。
６ ）授業の最後に，この内容を中学校社会科の歴史
の授業に活用するには，どのように工夫・応用す
ればよいか（どこまでを扱うか，どのような用語
を用いるかなど）検討させることが必要である。
（参考文献：瀧井一博（2010）『伊藤博文―知の政治
家』中公新書。飯田洋介（2015）『ビスマルク―ド
イツ帝国を築いた政治外交術』中公新書。）
表３　教科内容構成に基づく中学校社会科教員養成プログラムの一例
指導タイトル：憲法から見たプロイセン・ドイツ・近代日本
目標 大日本帝国憲法をプロイセン憲法，ドイツ帝国憲法と読み比べながら分析し，その来歴（特に伊藤博文の
憲法調査と当時のヨーロッパ）について認識と理解を深め，中学校社会（歴史）の授業構成に応用できる
ようにする。
タスク 以下の憲法について，条文も含め周到に調べておくこと
大日本帝国憲法／プロイセン憲法／ドイツ帝国憲法
発問 大日本帝国憲法にプロイセン憲法とドイツ帝国憲法はどの程度影響を与えているのか？ 
資料 高田敏・初宿正典編訳『ドイツ憲法集』（第2版）信山社 1997年
瀧井一博『伊藤博文―知の政治家』中公新書 2010年
飯田洋介『ビスマルク―ドイツ帝国を築いた政治外交術』中公新書 2015年
プロセス プロセス①，プロセス②
指導事例 【プロセス①について】
　歴史学とは，われわれ人類が歩んできた足跡を，史料に基づいて，多角的な視点から検証しながら見つ
めなおし，そして過去を再現していく学問である。それは同時に，過去を見つめることで現在のわれわれ
とのつながりや未来への展望を見つけていく学問でもある。
　わが国の歴史を深く理解するには，他国とのつながりのなかで発展してきた日本の歴史的経緯を踏まえ
ると，他の国や地域とのつながりを意識する世界史教育の視点は不可欠となってくる。それは現在われわ
れが生きる，著しく進展したグローバル社会のニーズとも符合する。中学校社会の歴史分野をみても，日
本史主体の内容とは言いつつも，わが国の歴史の大きな流れを「世界の歴史を背景に」理解することを教
科の目標として掲げている。
　中学校社会の歴史分野が扱う内容のなかで日本史・世界史双方の内容が交錯するテーマとして，ここでは
大日本帝国憲法とその来歴に注目する。具体的には，この憲法がドイツ（プロイセン）の憲法を参考にして
作られたという現行の教科書に見られる一般的な記述を，これらの憲法を実際に読み比べながら検証すると
ともに，ビスマルクや伊藤博文の視点から捉えなおすことでこれらの憲法に対する理解を深めていく。
　中学校学習指導要領（平成29年３月公示）によれば，「大日本帝国憲法の制定」が具体的な指導内容と
して挙げられており，歴史事象の意義などを「時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながり
などに着目して多面的・多角的に考察」できるようにすることが教科の目標として挙げられている。した
がって，大日本帝国憲法をプロイセン憲法やドイツ憲法と読み比べながら，その成立背景を考察すること
は，学習指導要領の趣旨にも合致しよう。
【指導事例】
１．まずは，ここで取り上げる大日本帝国憲法，プロイセン憲法，ドイツ帝国憲法について，文献等を使
って学生に調べてきてもらう。
２．学生による課題学習の成果について報告してもらい，その内容を板書させる。その後，報告の内容を
踏まえた議論を通じて，これら3つの特徴と相互関係を確認させる。
３．上記の議論で得られた成果を，実際にこれら3つの憲法の条文を読み比べながら確認していく。
４．次に，ドイツ帝国憲法制定の中心人物であるビスマルク，大日本帝国憲法制定の中心人物である伊藤
博文の視点からこれらの憲法を捉えなおし，対比しながら理解を深める。
５．以上の成果を表にまとめるなどして，それぞれの特徴と相互関連性に関する理解を整理する。
６．最後に学生の反応を確認すべく，コメントシートを作成・提出してもらう。
【プロセス②について】
　本授業の内容を踏まえて，中学校社会科の授業指導案を作成してもらう。高校世界史の授業であればこ
のままでも活用できるが，中学校社会科の授業で用いるには工夫が必要である。用語や扱う範囲を吟味し
ながら探究を続けていくことになろう。
（飯田洋介）
